



















































































「To my dear friend K. Shimomura,（改行）
With the best wishes of（ 改 行 ）This book 
belongs to Y. Sugita.（改行）power of nation 




















































































































































1908（明治41）年６月 ３日条 ○午后、哲学字彙の会に大学に赴く，10日条 ○午后、教授会に出で、尋い
で哲学字彙の会を開く
1908（明治41）年10月 ８日条　午前、丸善より哲学字彙の校正を送来る





1909（明治42）年６月 28日条 ○午后、哲学字彙の会に大学に赴く，30日条 ○午后、大学山上御殿に赴き、
尋いて（ママ）哲学字彙の会に莅む
1909（明治42）年７月 ５日条 ○哲学字彙の会に心理学研究室に赴く，7日条 ○午后、哲学字彙の会に大
学に赴く，12日条 ○哲学字彙の会に赴く，19日条 ○哲学字彙の会に大学に赴く
1909（明治42）年９月 18日条 ○哲学字彙の会に大学に赴く，26日条 ○午后、哲学字彙の会に大学に赴く
1909（明治42）年10月 ２日条 ○哲学字彙の会に大学に赴く，23日条　午前、哲学字彙の会に大学に赴く
1909（明治42）年11月 10日条 ○午后、哲学字彙の会に大学に赴く，17日条 ○午后、教授会に赴く、尋い
で哲学字彙の会に莅む，24日条 ○午后、哲学字彙の会に大学に赴く
1909（明治42）年12月 １日条 ○午后、教授会に山上御殿に赴く、尋いで哲学字彙の会に莅む，８日条 ○
午后、哲学字彙の会に大学に行く，15日条 ○午后、教授会に山上御殿に赴く、尋
いで哲学字彙の会に莅む，25日条 ○哲学字彙の会に大学に赴く
1910（明治43）年１月 12日条 ○午后、哲学字彙の会に大学に赴く，26日条 ○午后、哲学字彙の会に大学
に赴く










1910（明治43）年４月 13日条 ○午后、教授会に大学に赴く、尋いで哲学字彙の会に莅む，27日条 ○午后、
哲学字彙の会に大学に赴く
1910（明治43）年５月 18日条 ○午后、哲学字彙の会に大学に赴く，25日条 ○午后、哲学字彙の会に大学
に赴く








1911（明治44）年７月 3日条 ○哲学字彙の校正をなす，４日条 午前、哲学字彙の校正をなす，４日条 ○午
后、哲学字彙の校正をなす，４日条 ○校正を丸善に送る，４日条 ○校正を丸善に送
る，５日条 ○哲学字彙の校正をなす，７日条 ○校正を博文舘及び丸善に送る，９日
条 ○丸善より校正来る，９日条 ○校正を丸善に送る，11日条 ○校正を丸善に送る，
11日条 ○夜、校正を丸善に送る，14日条 ○丸善より校正来る，14日条 ○校正を丸
善に送る，19日条 ○丸善より校正を送来る，19日条 ○夜、校正を丸善に送る，20
日条 ○丸善より校正来る，20日条 ○哲学字彙の校正をなす，21日条 ○哲学字彙の
校正をなす，21日条 ○夜、哲学字彙の校正をなす，23日条 ○夜、校正を三省堂と
丸善に送る









































22日条 ○丸善より校正来る，23日条 ○丸善より校正を送来る，23日条 ○丸善及び
活版所より来状，23日条 ○哲学字彙の校正をなす，24日条 午前、校正を丸善に送る，
25日条 ○丸善及び日比谷図書館より来状，26日条 ○丸善より校正来る，26日条 ○




1911（明治44）年12月 ２日条 午前、丸善（中略）より来状，２日条 ○「哲学字彙」の英文序文を作る，２
日条 ○午后、引続き英文序文を草す，２日条 ○夜、英文序文を草し了る，３日条 ○
元良勇次郎を訪ふ（注３），４日条 ○英文序文を中島力造に送る，５日条 ○午后、丸善
より校正来る，５日条 ○丸善に校正を送る，７日条 ○丸善より校正来る，７日条 ○
丸善に校正を送る，８日条 ○（中略）丸善店員来訪す，13日条 ○英文序文を丸善
に送る，15日条 ○丸善より校正来る，16日条 ○丸善より校正済の分を送来る，17
日条 ○丸善より校正来る，17日条 ○校正を丸善に送る，19日条 ○丸善より校正来




























































































































































































































































































































































































































































の1896（ 明 治29） 年11月12日 ～ 1899（ 明 治32）
年12月31日分は欠落している。文京区立ふるさと
歴史館所蔵（小石川図書館より移管）の３冊は、
半年で１冊ずつの形で1922（大正11）年１月１日
― 13 ―
明治24年版『改正増補 哲学字彙』の可能性
東京大学百年史編集委員会（1986）『東京大学百年
史　部局史一』東京大学出版会
西村真次（1935）『小野梓伝』冨山房（1993年大空
社刊の復刻）
飛田良文（1979）『哲学字彙訳語総索引』笠間書院
飛田良文（1980）「『哲学字彙』の成立と改訂につい
て」『英独仏和哲学字彙　覆刻版』名著普及会、
pp.（1）-（16）
飛田良文（2005）「改訂増補哲学字彙の版種」『日本
語学の蓄積と展望』明治書院、pp.135-149
冨山房編（1936）『冨山房五十年』冨山房
冨山房編（1932）『冨山房』冨山房
文京ふるさと歴史館（2005）「井上哲次郎旧蔵資料
目録」『文京ふるさと歴史館年報』第７号、
pp.41-63
謝辞
資料の調査に際して以下の方々の協力を得た。
「巽軒日記」の閲覧を許可して下さった東京大
学史史料室、同じく「巽軒日記」の閲覧を許可
して下さった文京区立文京ふるさと歴史館、井
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『図書原簿　大正12年以前　焼残本（和書）』
の閲覧を許可して下さった東京大学総合図書館
に、記して感謝申し上げたい。
付記
　　この論文は、第266回近代語研究会（題目「哲
学字彙稿本の復元と明治24年版改訂増補哲学字
彙の可能性」2009年９月、於二松学舎大学）の
発表の一部を元に加筆したものである。また本
研究の一部は日本学術振興会科学研究費（課題
番号19520402・研究課題名：『哲学字彙』にみ
られる近代学術用語の現代日本語への定着過程
の検証）の助成を得ている。
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